
 

できれば、家の中に入れて

あげてください。 

すだれなどで直射日光が当

たらないように影を作って

あげましょう！ 

⚠症状が重症化するにつれ、死に至る可能性が高くります！ 

 

 

夏本番になり今年は例年にない暑さです！ 

そこで、今回は熱中症についてのお話です。 

熱中症とは… 

体が高温多湿な環境に適応せず、体温をうまく下げることができず、 

全身の機能がうまく働かなくなることをいう。 

犬や猫は毛におおわれているため暑さに弱い… 

人と比べて地面近くにいるため放射熱を受けやすいのです。 

また、犬猫は人のように汗をかいて体温調節をするのではなく、 

犬はハァハァとパンティング・猫は毛づくろいで出た唾液の気化熱によって 

熱を下げます。 

 

 

シニア         短頭種       持病がある     

 

 

 

      大型犬         寒い地方原産      肥満 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症になったら・・・ 

命に関わるので、必ず体を冷やして 

自力で飲めるようであれば水を飲ませましょう！ 

すぐ動物病院に連絡して指示を仰ぎ、連れて来てください！ 

エアコンをつけ予防をしっかりしましょう！ 

息づかいが荒い     

嘔吐・下痢 

体が熱い 

舌や歯茎が赤い 

大量のよだれがでる 

ぐったりする 

 

代表的な症状 

けいれん発作 

ガァガァ鳴く 

 

必ずエアコンをつけましょう！ 

室温が低くても湿度が高いと 

熱中症は起こるので、風通りよ

くするため扇風機をつけて、 

換気をしましょう。 

室温 28 度以下湿度 70％以下

に保つのがベスト！新鮮な水飲

み場を増やすことも予防につな

がります。 

日中は避けてください。 

夕方のお散歩はアスファルトが

まだ熱い可能性があるので、 

地面を触って自分が裸足で歩い

ても熱くない熱さになってから

出かけましょう！ 

少し窓を開けといて数分だけ待たせるの

は危険です！ 

車内には熱がこもりやすいため熱中症の

発生率が高くなっています。 

なるべく留守番はさせないでください。

する場合は、人１人残ってエアコンをつ

け、水分補給ができるようにしましょ

う！ 
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